
話し合い
（建設的対話）

学
生
（
保
護
者
）
と
面
談

・
個
別
配
慮
を
要
す
る
状
況
の
確
認
・
要
望
の
聞
き
取
り

・
支
援
の
流
れ
の
説
明

・
「
書
類
の
記
入
」
「
障
が
い
に
関
す
る
書
類
の
提
出
」

◎
入
学
予
定
者
の
入
学
前
相
談
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
あ
り

そ
の
場
合
は
、
学
科
長
、
専
攻
長
、

関
係
部
署
を
交
え
て
実
施
。

SA

へ
の
情
報
提
供

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

・
学
生
の
障
が
い
の
状
況
に
つ
い
て
共
有

・
障
が
い
の
状
況
よ
り
必
要
と
な
る
支
援
に
つ
い
て
検
討
・
相
談

関
係
者
会
議
【
本
人
（
保
護
者
）
・S

A

・
学
科
長
／
専
攻
長
・
特
別
支
援
室
・

関
係
部
署
（
必
要
に
応
じ
て
招
集
）

】

教
職
員
等
か
ら
の
相
談

・
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
を
聞
き
取
り

・
今
後
の
支
援
の
流
れ
等
を
説
明

関
係
者
間
で
支
援
内
容
の
了
承

関
係
書
類
の
作
成

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
の
了
承

各
授
業
担
当
教
員
へ
伝
達

「
関
係
者
の
了
承
を
得
た
文
書
を
提
示
」

各
授
業
担
当
者
が
配
慮
内
容
の
検
討

メ
ー
ル
に
配
慮
依
頼
文
書
を
添
付
し

（
学
外
非
常
勤
教
員
を
含
む
）
各
授
業
担
当
教
員
等
へ
連
絡

学
生
へ
の
伝
達
・
学
科
へ
の
伝
達

・
学
生
と
教
員
で
細
か
な
打
合
せ
が
必
要

な
ケ
ー
ス
で
は
、
当
事
者
で
や
り
取
り

が
出
来
る
よ
う
調
整
す
る
。

必要に応じて関係部署
（学生課・保健室・管
理課・ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄ課な
ど）と連携

教務課と情報共有
・半期に一度の定期共有
・必要時の共有（試験時配
慮など）

個別配慮の申請から実施までの流れ②（詳細）

赤字部分が学科・専攻・
関係部署との連携箇所

個
別
配
慮
の
必
要
性
を
判
断
（
特
別
支
援
室
・
学
生
相
談
室
）

配慮の必要性が認められない
場合、学生相談室でフォロー・
学科・関係部署と連携

作成書類：〇本人●支援室と共同で案を作成

〇様式1-1（配慮要望書）
〇様式1-2（配慮確認事項）
●様式2,●様式3
（様式2修学上で生じる困難及び希望す
る配慮）（様式3配慮希望科目一覧）

作成書類：◎関係者会議
で共同作成
◎様式2,◎様式3

授業担当教員
へ書類送付：
様式1-2,
様式2,様式3

授業担当教員
より返送：
様式2

各
授
業
担
当
者
が
配
慮
実
施
の
可
否
を
決
定
・
様
式
2
に
記
入
し
、
特
別
支
援
室
宛
て
返
送

個
別
配
慮
の
実
施

「
配
慮
実
施
可
能
」

「
配
慮
実
施
要
検
討
・

実
施
不
可
能
」

（
学
生
の
要
望
が
あ
れ
ば
）

改
め
て
授
業
担
当
者
及
び
関
係
者

と
配
慮
の
内
容
を
検
討

必
要
に
応
じ
て
学
科
・
関
係
部
署
と
情
報
共
有

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

関係者が了解できるよ
う話合って完成する

話し合い
（建設的対話）


